
 
「若者・学生を活かした地域づくりの要点
と可能性」 

 
         図司直也（法政大学現代福祉学部  准教授） 

 【山口県・地域元気創出総合支援事業活動報告会】                    
              （2014/02/01） 
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今日の内容 
 

１．都市農村「交流」から「協働」の段階へ 

 

２．政策的に位置づけられた地域サポート人材 

 

３．幅広いプログラムに馴染む農山村 

 

４．地域での活動内容をどうデザインするか 
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１）都市農村「交流」から「協働」へ 

 1970年代～：特産品開発 ex.一村一品運動 

   ・地域産業おこしをモノづくり論へと歪曲 

   ・「一品」「産品」への関心 

 1980年代後半～：リゾート法施行 

   ・民活論，内需拡大が先行 

   ・外来型発展 

 1990年代～：グリーンツーリズムの導入 

   ・体験に矮小化，継続的な交流に課題 

   ・高齢化する担い手 

 

＝都市に対して“消費される農村”の位置は変わらず。 
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1990年代半ば～： 
継続する農山村地域と若者の出会いの場づくりの試み 

 緑のふるさと協力隊（1994年度～） 

 ・地球緑化センターが事務局。1年間、農山村に定住。 

 ・のべ570人が参加。4割が派遣先の農山村に定住。 

 

 地域づくりインターン事業（1996-97年度試行，2000
年度から実施） 

 ・都市の若者（大学生）と農山村地域をつなぐ活動 

 ・1997･98年に国土庁が実験事業，2000年より、独自に
“地域づくりインターンの会”を立ち上げ。 

 ・夏休み2週間～1ケ月に学生が農山村地域へ。 

 ・毎年約10地域で、30名が活動。 

 ・学生同士の「タテ」×地域同士「ヨコ」：両方のつながり
で継続、ノウハウ共有。 

 

 

4 



2000年代～： 
注目され始める農山村に向かう若者 

 農文協『現代農業増刊』編集長・甲斐良治さん 

「若者はなぜ農山村に向かうのか―戦後60年の再出発」 

 ・2000年代半ばに気付き 

 ・団塊ジュニア世代以降 

 …1995年の大転換を経験 

  ：終身雇用制の崩壊・グローバリズムの急激な加速 

 

 ・「環境」「開発」「地域」への関心 

 ・農山村に関するメディア露出の増加 

 ・“故郷”“帰省先”を持つ若い世代の減少 

 農山村・地方に興味を持つ若者の増加。心理的ハード
ルも下がる。 
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１）都市農村「交流」から「協働」の段階へ 

 特定の地域資源の管理・活用に都市住民が関わる交流の
「質」の深まり 

  ・棚田オーナー制度 ・里山保全活動  

  ・野焼き支援ボランティア など 

農村住民と都市住民の良好な主体的関係へ。 

  自らの労働力・知識・技術・ﾈｯﾄﾜｰｸを提供。 

   企画段階から地域づくり活動に参画、活動支援を目指す。 

 

 外部主体の世代の広がり 

   ふるさと回帰の動きの鈍かった団塊世代 

               （「2007年問題」の実際） 

   ⇔広がる若者（団塊ジュニア以下）の農山村への関心 

  （未知な生活空間に関心を寄せる学生，自分探しのきっか 

   けを求める20代・30代すそ野の広がり） 
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２）政策的に位置づけられた地域サポート人材 

 2007年7月：参議院選挙における与党自民党の敗北 

 「都市再生」から「地方再生」への衣替え（小田切先生） 

民主党政権への交代：「コンクリートから人へ」 

 

 2008年4月：過疎問題懇談会提言において「集落支援員
」設置 

   国土形成計画における集落調査結果（「限界集落」へ
の注目），過疎法延長，地域振興組織合併の影響 

 2009年3月：定住自立圏構想に関連して「地域おこし協
力隊」制度化 

 都市から地方への人材確保（移住）を想定 

▼総務省：2009年秋に「緑の分権改革」を提唱： 

 「補助金から補助人へ」＝人的支援施策の本格化  
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２）政策的に位置づけられた地域サポート人材 

 国（総務省）レベル 

▼集落支援員 

▼地域おこし協力隊 

▽子ども農山漁村交流プロジェクト（3省連携：2008年度～
） 

▽域学連携地域づくり活動（2012年度～） 

 

 県レベル 

▽福島県：大学生の力を活用した集落復興支援事業（2009年
度～） 

▽新潟県などでも、大学生と地域との連携事業を試行。 
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２）政策的に位置づけられた地域サポート人材 

＜地域サポート人材事業の特徴＞ 
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地域サポート
人材 

活動地域
集落 

受入自治体
担当者 

事業期間をかけて、3者が試行錯誤しながら活動を通して変化、成
長していく事業。 
その本質は、「プロセス」。 

 活動成果は、あくまでその「結果」。 

―「変数が3つある事業」は本邦初。 
            （「補助金」から「補助人」へ） 
 

教員・学生 
（大学） 



 

３）幅広いプログラムに馴染む農山漁村 
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〔出典：国光ゆかり『若者と地域を結ぶ地域コーディネート組織のネッ
トワーク展開』（農政調査委員会『農』）2012年〕 



３）幅広いプログラムに馴染む農山村 

 多様な活動に学生が参画 

  …Do［体験］から、Check［評価］，Act［改善］，Plaｎ
［提案］まで。 
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（地域づくりインターンの会/地域づくりインターン活動分析より） 



４）地域での活動内容をどうデザインするか 
■幅広いプログラムに馴染む農山村 

 ⇔学生にとっては、フィールドワークとしてどのような経験
もプラスになるはず。 

 

域学連携プログラムは、あくまでひとつの“手段”。 

 どのような方向性・目的の下で、学生・若者の力を地域に活
かしていくのか。 

 

地域での活動内容のデザイン・戦略づくりが大事に。 

 ＋域学連携（大学・学生）の強み/弱みへの理解も。 
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４）地域での活動内容をどうデザインするか 

 集落「限界化」のプロセ
ス（明治大・小田切先生） 

 同時進行する 

    「誇りの空洞化」 

 

集落・地域の状況に応じ
た活動内容のデザインの
必要性。 

＋「誇りの空洞化」への    

         手当て 
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【図１】美作市地域おこし協力隊・水柿大地氏の活動プロセス（試論）
1年目 2年目 3年目 任期後

米づくり

価値創造活動 古民家カフェオープン 任期後の収入源に

あなたの孫ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

棚田大学

棚田再生（耕作放棄地の草刈り・野焼き） 農業生産法人MLAT設立

古民家発掘

イベント（ﾒﾘｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

一般社団法人上山集楽設立

コミュニティ支援活動 水路管理参加

（地域活動に参加） 秋祭り獅子舞復活

カフェでのお年寄りのサロン

夏の盆踊り復活

生活支援活動 個別に手伝い・茶飲み（技術を教えてもらう）

資料：筆者によるヒアリング調査（2013年7～10月）による。

（仕事づくり・起業・生計確保に向け

た動き／「攻め」の地域活動）

（福祉的側面／「守り」の地域（個

別）活動）

水路管理（地区での話し合

い・作業見直しへ）



４）地域での活動内容をどうデザインするか 
      ―求められる地域サポート活動の内容     
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価値創造活動 

ｺﾐｭﾆﾃｨ支援活動 

生活支援活動 

住民個人の日常生活を支える 

すでに展開している地域活動に対して
新たな外部主体が関わりを持つ   

地域で新たな活動や仕事を起こそう
と試みる 



４）地域での活動内容をどうデザインするか 
外部人材の役割は？ 

 

「コミュニティ支援活動」
を介した信頼関係づくり 

      ＋ 

 地域に応じた 

「生活支援活動」(守り) 

「価値創造活動」(攻め) 

 の選択・組み合わせ 
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生活支援活動ﾒｲﾝ 価値創造活動ﾒｲﾝ 



４）地域での活動内容をどうデザインするか 

○地域づくりとは…（宮口侗廸氏） 

「時代にふさわしい新しい価値を地域から内発的につくり出し
、地域に上乗せしていく作業」 

  

世代を超えて継承されてきた知恵・技術＝「地域遺伝子」 

                      (後藤春彦氏) 

それを体現した「地域資源」 

若者世代が農山村で居場所探し/仕事おこしを志す背景に、
ひとや技・文化への「共感」が存在。 

 

若者・学生の「共感」をどう地域で活かしていくのか。 

  4年間で卒業する学生どう位置付けるのがカギ 
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支援員らの協力で盛 り上がった広大寺節保存会の舞い



う
）
の
人
手
も
な
く
、
氏
子
の
高
齢

化
で
体
力
的
に
も
厳
し
く
な
る
な
か

で
、
地
域
と
し
て
は

「
お
堂
や
神
社

が
一象
雪
で
壊
れ
て
は
中
し
わ
け
な
い

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
手
続

き
を
す
す
め
て
お
き
た
い
」
と
い
う

こ
と
に
な

っ
た
そ
う
だ
。

む
ら
の
記
憶
を
次
代
に
繋
ぐ

閉
社
の
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
１０
年
に
地

元
の
岩
沢
小
学
校
の
児
童
が
地
区
の

皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
て
、
優

婆
尊
の
い
わ
れ
を
ま
と
め
上
げ
、
劇

に
し
た
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
こ
と
が

占
蔵
寺
の
役
員
の
耳
に
入
り
、
い
わ

れ
の
あ
る
う
ば
ご
様
を
寺
で
受
け
人

れ
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な

っ

た
そ
う
だ
。
も
う
ひ
と

つ
は
学
生
の

応
援
を
得
て
、

１０
年
秋

の

１
柱
神
社

の
祭
礼
を
盛
大

に
行
え
た
こ
と
だ

っ
た
と

い
う
。
そ
れ
も
ひ
と

つ
の

区
切
り
、

ケ
ジ

メ
に
な

っ

うヽ
　
た
と
い
う
。
小
規
模

。
高

生畔
　
齢
化
が
す
す
む
集
落
に
あ

ゃ
　

っ
て
、

こ
の
よ
う
に
前
向

磁
　
き
に
、
ま
た
計
脚
間
に

「む

満
　
ら
を
た
た
む
」
手
続
き
を

一父階
　
す
す
め
る
こ
と
は
容
易
で

鋼
　
は
な
い
だ
ろ
う
。

噸
　
　
三
興
地
区

の
皆
さ
ん
に

〓一　
と

つ
て
ヽ

こ
の
ふ
た

つ
の

ク交
流
″
は
地
域
の
歴
史
を

形
に
残
し
、
そ
の
資
源
を

ク外
″
に

つ
な
ぐ
機
会
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、

む
ら
の
行
事
に
区
切
り
を
つ
け
る
機

会
に
も
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
当

然
、
わ
れ
わ
れ
に
も
む
ら
の
記
憶
を

次
代
に
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
を
託
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
肝
に
命
じ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

わ
が
国
で
初
め
て
の
直
接
支
払
制
度

傾
斜
地
が
多
く
、
大
規
模
な
耕
作
が
や

り
に
く
い
中
山
間
地
域
で
は
、
生
産
コ
ス

ト
が
か
か
る
な
ど
、
平
地
と
比
べ
て
農
業

生
産
上
の
条
件
が
不
利
で
あ
る
。

こ
の

「条
件
不
利
性
」
を
補
う
政
策
と

し
て
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
、

わ
が
国
で
は
２
０
０
０
年
度
か
ら
は
じ
ま

っ
た
。
政
府
が
農
業
者
に
直
接
、
交
付
金

を
支
払
う
直
接
支
払
制
度
は
、
こ
れ
が
初

め
て
で
あ
る
。

中
山
間
直
接
支
払
制
度
が
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
創
設
さ
れ
た
か
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
欧
州
諸
国
で
導
入
さ
れ
て
い
た

「条
件
不
利
地
域
対
策
」
に
学
ぶ
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。

欧
州
を
例
に
と
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は

１
９
４
０
年
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
７２
年

か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
７４
年
か
ら
条
件
不
利

地
域
へ
の
支
援
策
と
し
て
直
接
支
払
策
が

採
用
さ
れ
て
い
た
。
７５
年
か
ら
は
欧
州
連

合

（Ｅ
∪
）
が
共
通
農
業
政
策
に
取
り
入

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
に
お
け
る
条
件
不

利
地
域
対
策
は
、
か
つ
て
は

「直
接
す
班
こ

で
は
な
く
、
「施
設
整
備
」
に
重
点
が
置

か
れ
て
き
た
。

農
道
や
水
路
な
ど
の
農
業
生
産
基
盤
や
、

集
落
排
水
施
設
な
ど
農
村
環
境
の
整
備
な

ど
だ
。
そ
の
補
助
率
を
か
さ
上
げ
す
る
と

か
、
他
の
地
域
よ
り
優
先
的
に
採
択
し
て

き
た
。
農
業
の
生
産
基
盤
や
農
村
の
生
活

基
盤
な
ど
に
対
す
る
投
資
的
経
費
を
優
遇

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
農
業
者
の
所
得
を
政
府
が
補
填

す
る
政
策
は

「零
細
な
農
業
構
造
を
温
存

し
、
農
業
者
の
生
産
意
欲
を
失
わ
せ
る
こ

と
に
な
る
」
と
い
う
根
強
い
反
対
論
も
あ

っ
工た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｅ
∪
で
直
接
支
払
制
度
が

有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業

基
本
法
の
改
訂
を
検
討
す
る

「食
料

・
農

業

畠
蜃
響
呑
本
問
題
調
査
会
」
で
、
中
山

間
地
域
へ
の
直
接
支
払
制
度
の
導
入
論
が

大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
９８
年
９
月
の
答
申
に

「真
に

政
策
支
援
が
必
要
な
主
体
に
焦
点
を
当
て
、

施
策
の
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
な
ら
ば
、

新
た
な
公
的
支
援
策
と
し
て
有
効
な
手
法

の
ひ
と
つ
で
あ
る
」
と
初
め
て
明
記
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
理
由
に
は

「河
川
上

流
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
等
の
多
面
的

機
能
に
よ
っ
て
、
下
流
域
の
国
民
の
生

命

。
財
産
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識

す
べ
き
で
あ
り
、
公
益
的
な
諸
価
値
を
守

る
観
点
か
ら
、
公
的
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
が
必
要
」
と
あ
る
。

（中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
村
田
泰
夫
）

図司 直也
ずし。なおや

法政大学准教授

専門は農山村政策論。日

本農業研究所などを経

て現聰 地域振興、人材

育成に関するア ドバイ
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